



















































































































4月 7日にベルギー軍の UNAMIR兵士 10人が虐殺され、13日にはベルギー隊約 400名
の撤退が決定した。21日には UNAMIR要員の 270人削減が安保理決議で決定する。その

















































































































た。安保理は 2010年 12月 20日に選挙結果を受け入れるよう要請する安保理決議 1962を
全会一致で採択した。（瀬岡，2016）その後人道危機が加速する中、国連安保理は 3月 30日
に決議 1975を採択、UNOCIに 2004年の派遣当初から与えられていた文民保護のための
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